
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

1

合

計

48

5

定期考査
○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 5

３

学

期

話題 メディア・コミュニケーション：留学生とのやり取りから，メディ
アを通じたコミュニケーションについて意見を述べたり，情報を加えて
詳しく説明する会話を学ぶ。
文法 分詞：名詞を修飾する分詞の用法や補語になる用法，また分詞構文
や付帯状況を表す分詞を用いて表現する。
機能 描写する／判断の根拠を述べる：人や物事について情報を加えて詳
しく説明する。また，判断の根拠を示す表現を使用して論理的に伝え
る。
表現
話すこと[発表]：自分自身や自身の性格について話して伝える。
書くこと：家族や友だちと撮った写真や日本人の一般的な特徴について

・指導事項
Lesson9
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

話題 文化・異文化理解：日本や他国の文化や習わしについて話されるや
り取りから，日本特有の言葉や文化，また異文化について紹介したり，
その違いについて述べる表現を学ぶ。
文法 関係詞：関係詞を用いて複文を作り，語句を限定したり補足説明を
加えたりする。また，複合関係詞を用いて譲歩の意味を表す。
機能 定義する／言い換える／経緯を説明する：人や物事，経緯を詳細に
説明したり，言い換えや要約をしたりする。
表現
話すこと[発表]：日本の文化や遊び，人物について話す。
書くこと：家族や友だちの紹介や今あなたに必要なもの，どんな国
［市，町］に住みたいかについて書く。

・指導事項
Lesson10
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard
・一人１台端末の活用　等

○ ○

○ ○ 1

○ ○ ○ ○ 4

定期考査
○

○ ○ ○ 5

話題 スポーツ・健康：所属するスポーツチームについて話す会話から
チームに誘ったり，見学を勧めたりする表現を学ぶ。
文法 動名詞：動名詞の様々な用法を学び，動名詞句を用いた多様な文で
伝える。
機能 誘う・申し出る／推薦する：相手を誘ったり，申し出たりする表現
や相手に物事を適切に推薦する表現を学ぶ。
表現
話すこと[発表]：スポーツをすることの利点について話して伝える。
書くこと：得意なスポーツや活動，楽しみにしていることについて書い
て伝える。

・指導事項
Lesson8
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○ 1

話題 交流・交際：誕生日会を舞台に繰り広げられる友だち同士の自然な
会話のやり取りから，感情を表す様々な表現を学ぶ。
文法 不定詞：様々な不定詞の用法を学び，詳細な情報を伝える。
機能 感謝する／謝罪する／弁解する：感謝・謝罪・弁解する際に頻繁に
使用される表現を学び，会話の相手に感情を適切に伝える。
表現
話すこと[やり取り]：受け取った贈り物について詳細に伝え合う。
書くこと：自分の夢，高校生が日常生活で行うべき大切なこと，日常生
活でしないように気を付けていることについて書く。

・指導事項
Lesson7
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

○ 3

定期考査
○ ○

4

話題 日常生活：日常生活で発話される生徒同士の自然な会話の流れや自
分の感情や物事を表す表現を学ぶ。
文法 受動態：受動態を用いた様々な文の構造や意味を理解し，必要に応
じて使い分け，適切に伝える。
機能 原因・影響を表す／喜び・驚きを表す：様々な表現を用いて，原因
や影響について表現する。また，喜びや驚きの感情を表す。
表現
話すこと[やり取り]：最近買ったものについて伝える。
書くこと：お薦めの小説や最近驚いたことについて書く。

・指導事項
Lesson6
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 1

２

学

期

話題 将来・進路：将来や進路について，自分の考えや気持ちを伝えた
り，相手に尋ねたりする表現を学ぶ。
文法 助動詞：様々な助動詞の意味と用法を理解し，適切に使い分けて表
現する。
機能 許可を求める・依頼する／義務・必要を表す／回想する・自省す
る：会話の相手に許可を求めたり，依頼する。また，義務や必要性を伝
えたり，過去の事柄を回想したり，自省する。
表現
話すこと[やり取り]：将来の夢について，伝え合う。
書くこと：家のルールや小学生の頃のこと，いつかしてみたいことにつ
いて書く。

・指導事項
Lesson5
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard
・一人１台端末の活用　等

○ ○

○ ○ ○ 4

定期考査
○

○ ○ 5

話題 趣味・関心：趣味や関心のあることについて，その経験を尋ねた
り，伝えたりする表現を学ぶ。
文法 完了形：現在・過去・未来の完了形の概念を理解し，それぞれの用
法を区別する。また，共に使える語句を使って，適切に文を作ったり，
表現したりする。
機能 経験を尋ねる／初めての経験を述べる：今までの経験や初めての経
験について，様々な表現を用いて尋ねたり，伝えたりする。
表現
話すこと[やり取り]：スポーツや音楽の経験について伝え合う。
書くこと：行ったことのある場所や初めて何かを経験した時のことにつ
いて書いて伝える。

・指導事項
Lesson4
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

1

話題 旅行・観光：旅行の計画や予定を尋ねたり伝えたりする表現を学
ぶ。
文法 時制：基本時制の構造と概念を理解し，伝えたいことを適切な時制
を用いて伝える。
機能 激励する・励ます／計画する・予定する：会話の相手を激励した
り，励ましたりする。また，計画したり，予定していることを伝え合
う。
表現
話すこと[発表]：過去に行った旅行の経験について話す。
書くこと：最近の休日や予定していることについて書く。

・指導事項
Lesson3
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4

定期考査
○ ○ ○

話題 学校生活：学校の文化祭に参加する留学生との会話を通して，学校
生活で行われる生徒同士のやり取りの表現を学ぶ。
文法 文型と動詞：5つの文型と＜There +be動詞+主語＞の構文を理解
し，文を組み立てる。また，注意すべき自動詞と他動詞を使い分ける。
機能 賛成・反対する／聞き直す：賛成・反対の意思を示したり，聞き取
れなかったことや理解できなかったことを聞き直したりする。
表現
話すこと[やり取り]：文化祭に行く予定について話し合う。
書くこと：普段の生活や自分の部屋にあるものについて書いて説明す
る。

・指導事項
Lesson2
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

1. 評価の観点
【知識・技能】外国語の学習を通じて,言
語の働きや役割などを理解している。
外国語の技能（話すこと、書くこと）につ
いて，実際のコミュニケーションにおいて
活用できる知識・技能を身に付けている。

【思考力・判断力・表現力】場面・目的・
状況等に応じて，日常的や社会的な話題に
ついて，情報や考えなどを外国語で的確に
理解したり適切に伝え合ったりしている。
聞いたり読んだりしたことなどを活用し
て，自分の意見や考えなどを話したり書い
たりして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手に
配慮しながら，外国語で聞いたり読んだり
したことを活用して，自分の意見や考えな
どを話したり書いたりして表現しようとて
いる。

２．評価方法
上に示す観点に基づいて学習のまとまりご
とにA，B，Cで評価し，学年末に5段階評価
の評定にまとめる。
学習に応じて，それぞれの観点を適切に配
分し，評価する。

【評価対象】
(a) 授業中の活動への取り組み状況

(b) パフォーマンステスト：発表（スピー
チ・プレゼンテーション）・ディベート・
ディスカッション

(c) ノート・ワーク・レポート等の提出物

(d) ペーパーテスト：小テスト・定期考査
等

【評価結果】
A (3)：おおむね満足できる状況

B (2)：十分満足できる状況

C (1)：努力を要する状況

○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○

思 態

配

当

時

数

１

学

期

話題 紹介：初対面で行われる自然な会話や学校の習慣を紹介する表現を
学ぶ。
文法 文の種類：様々な疑問文や命令文，感嘆文を適切に作り，それに応
答する。また，単文，重文，複文の構成を理解し，まとまりのある文で
表現する。
機能 応答する／理由を述べる：相手の発話に適切な応答をする。また，
多様な表現を用い理由を述べる。
表現
話すこと[発表]：自分やパートナーのクラブ活動を紹介する。
書くこと：学校のルールや好きな科目について書いて伝える。

・指導事項
Lesson1
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression I  Standard
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・語いやフレーズを理解し、適切な表現として使用することができ
る。
・正しい語順や文型、語法などの文法事項をふまえて、適切な表現
にすることができる。
・間違いやすい音に留意して、正確な発音やアクセントを用いて教
科書本文の音読ができる。
・相手に配慮しながら、コミュニケーションを継続することができ
る。
・既習の文型や語法、適切な文章形式をふまえて、英文を正確に書
くことができる。

・聞き手を説得できるように論理的に自分の意
見を述べることができる。
・相手が話したことに対して質問をしたり、答
えたりしながら議論を継続することができる。
・順序や論理展開を意識してまとまった分量の
文章を書くことができる。

・英語で進められる授業に参加し、言語活動に
積極的に参加することができる。
・文化・歴史・社会等の課題について積極的に
考え、自らの生き方の向上に取り組むことがで
きる。
・自己の学習を振り返り、常に改善・向上の態
度を持つことができる。

『Vision Quest Standard』啓林館

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】

・語いやフレーズを理解し、適切な表現として使用することができる。
・正しい語順や文型、語法などの文法事項をふまえて、適切な表現にすることができる。
・必要な情報を、正確に聞き取ることができる。
・ある分量の英文を読んで、必要な情報を正確に読み取ることができる。
・間違いやすい音に留意して、正確な発音やアクセントを用いて教科書本文の音読ができる。
・相手に配慮しながら、コミュニケーションを継続することができる。
・既習の文型や語法、適切な文章形式をふまえて、英文を正確に書くことができる。

・話された内容の概要・要旨を聞き取ることができる。

・聞き手を説得できるように論理的に自分の意見を述べることができる。
・相手が話したことに対して質問をしたり、答えたりしながら議論を継続することができる。
・順序や論理展開を意識してまとまった分量の文章を書くことができる。

・英語で進められる授業に参加し、言語活動に積極的に参加することができる。
・文化・歴史・社会等の課題について積極的に考え、自らの生き方の向上に取り組むことができる。
・自己の学習を振り返り、常に改善・向上の態度を持つことができる。

（　β組：勝山　） （　α組：石橋　　　　）

外国語 論理・表現Ⅰ
外国語 論理・表現Ⅰ 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ 1

○ ○ ○ ○ 3

定期考査
○

話題 情報時代：ソーシャルメディアの使用で気を付けるべき点につい
て書かれた文章を読んで，様々な助動詞の概念と文の構造を理解する。
言語 義務・必要・推量を表す：義務・必要・推量を表すために，助動
詞を用いた適切な文の形や構造を理解し，文を組み立てる。
表現 ソーシャルメディアの利点と欠点[書くこと]：ソーシャルメディ
アの利点と欠点の比較について，パラグラフの構成に意識して，自分の
意見や主張を書いて伝える。
論理 パラグラフ（比較・対照）：比較・対照のパターンを用いた論理
的なパラグラフの構成やつなぎの言葉を適切に用いて，書いて伝える。

・指導事項
Lesson4
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression Ⅱ Standard Ace
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 3

○ ○ 1

話題 スポーツ：スポーツの歴史について書かれた文章を読んで，時を
表す表現の概念を理解する。
言語 時を表す：現在・過去・未来を表すために，適切な動詞の形や文
の構造を用いる。
表現 好きなアスリートと実績[書くこと]：自分の好きなアスリートと
実績について，パラグラフの構成に意識して詳しく書いて伝える。
論理 パラグラフ（例示・追加）：例示・追加のパターンを用いた論理
的なパラグラフの構成やつなぎの言葉を適切に用いて，書いて伝える。

・指導事項
Lesson3
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression Ⅱ Standard Ace
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○

定期考査
○

○ ○ ○ ○ ○ 3

1. 評価の観点
【知識・技能】外国語の学習を通じて,言
語の働きや役割などを理解している。
外国語の技能（話すこと、書くこと）に
ついて，実際のコミュニケーションにお
いて活用できる知識・技能を身に付けて
いる。

【思考力・判断力・表現力】場面・目
的・状況等に応じて，日常的や社会的な
話題について，情報や考えなどを外国語
で的確に理解したり適切に伝え合ったり
している。
聞いたり読んだりしたことなどを活用し
て，自分の意見や考えなどを話したり書
いたりして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】他者を
尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き
手に配慮しながら，外国語で聞いたり読
んだりしたことを活用して，自分の意見
や考えなどを話したり書いたりして表現
しようとている。

２．評価方法
上に示す観点に基づいて学習のまとまり
ごとにA，B，Cで評価し，学年末に5段階
評価の評定にまとめる。
学習に応じて，それぞれの観点を適切に
配分し，評価する。

【評価対象】
(a) 授業中の活動への取り組み状況

(b) パフォーマンステスト：発表（ス
ピーチ・プレゼンテーション）・ディ
ベート・ディスカッション

(c) ノート・ワーク・レポート等の提出
物

(d) ペーパーテスト：小テスト・定期考
査等

【評価結果】
A (3)：おおむね満足できる状況

B (2)：十分満足できる状況

C (1)：努力を要する状況

○ ○ ○ 3

話題 学校生活：学校で新しい友達を作る方法について書かれた文書を
読んで，適切な動詞の使い分けについて理解する。
言語 適切な動詞を用いる：自動詞と他動詞を使い分けたり，群動詞を
適切に用いたりして文を組み立てる。
表現 好きな学校行事［書くこと］：自分の高校の行事について紹介す
る文章を，パラグラフの構成に意識して詳しく書いて伝える。
論理 パラグラフ（パラグラフの基本構成／列挙・順序）：パラグラフ
の基本構成を学び，列挙・順序のパターンを用いた論理的な構成やつな
ぎの言葉を適切に用いて，書いて伝える。

・指導事項
Lesson2
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression Ⅱ Standard Ace
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

態

配
当
時
数

１
学
期

話題 将来の目標：子供の理想の仕事について書かれた文章を読んで，
適切な主語の使い方を理解する。
言語 適切な主語を用いる：主語の選択や主語になる名詞句，形式主語
の概念を理解し，適切な文を組み立てる。
表現 目標と達成[書くこと]：自分の目標と達成のために必要なことに
ついて，文と文のつながりを意識して書いて伝える。
論理 文と文をつなぐ：先行する文の内容を代名詞の置き換えやthisで
受けたり，つなぎの言葉を用いたりすることで，文と文の論理関係を適
切に使用する。

・指導事項
Lesson1
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression Ⅱ Standard Ace
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

・語いやフレーズを理解し、適切な表現として使用することができ
る。
・正しい語順や文型、語法などの文法事項をふまえて、適切な表現
にすることができる。
・間違いやすい音に留意して、正確な発音やアクセントを用いて教
科書本文の音読ができる。
・相手に配慮しながら、コミュニケーションを継続することができ
る。
・既習の文型や語法、適切な文章形式をふまえて、英文を正確に書
くことができる。

・聞き手を説得できるように論理的に自分の意
見を述べることができる。
・相手が話したことに対して質問をしたり、答
えたりしながら議論を継続することができる。
・順序や論理展開を意識してまとまった分量の
文章を書くことができる。

・英語で進められる授業に参加し、言語活動に
積極的に参加することができる。
・文化・歴史・社会等の課題について積極的に
考え、自らの生き方の向上に取り組むことがで
きる。
・自己の学習を振り返り、常に改善・向上の態
度を持つことができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知 思

【 知　識　及　び　技　能 】

・語いやフレーズを理解し、適切な表現として使用することができる。
・正しい語順や文型、語法などの文法事項をふまえて、適切な表現にすることができる。
・必要な情報を、正確に聞き取ることができる。
・ある分量の英文を読んで、必要な情報を正確に読み取ることができる。
・間違いやすい音に留意して、正確な発音やアクセントを用いて教科書本文の音読ができる。
・相手に配慮しながら、コミュニケーションを継続することができる。
・既習の文型や語法、適切な文章形式をふまえて、英文を正確に書くことができる。

・話された内容の概要・要旨を聞き取ることができる。

・聞き手を説得できるように論理的に自分の意見を述べることができる。
・相手が話したことに対して質問をしたり、答えたりしながら議論を継続することができる。
・順序や論理展開を意識してまとまった分量の文章を書くことができる。

・英語で進められる授業に参加し、言語活動に積極的に参加することができる。
・文化・歴史・社会等の課題について積極的に考え、自らの生き方の向上に取り組むことができる。
・自己の学習を振り返り、常に改善・向上の態度を持つことができる。

論理表現Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（　A組：杉山　　　） （　B組：杉山　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

『Vision Quest Standard』啓林館

外国語

外国語 論理表現Ⅱ
外国語 論理表現Ⅱ 2



○ 1

合
計

35

○ 3

定期考査
○ ○

3

話題 科学技術：AIと共存する方法について書かれた文章を読んで，数
量を表す表現の概念と文の構造を理解する。
言語 数量を表す：可算名詞と不可算名詞の使い分けや数量を表す表
現，割合・数量の変化を表す表現や文の構造を理解し，文を組み立て
る。
表現 AIと共に働くこと[書くこと]：AIと共に働くときに重要な事につ
いて，自分の考えやその根拠を示す情報を調べるなどして，クラスに話
して伝えるために，プレゼンテーションの原稿を作成する。
論理 プレゼンテーション[話すこと（発表）]：プレゼンテーションの
構成や伝え方を意識して，資料やデータなどの資料を提示しながら，自
分の考えや主張を話して伝える。

・指導事項
Lesson10
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression Ⅱ Standard Ace
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 1

３
学
期

話題 願望：もし億万長者になったら，何をするかについて書かれた文
章を読んで，仮定の概念と文の構造を理解する。
言語 条件と仮定を表す：条件や仮定を用いた適切な文の形や構造を理
解し，文を組み立てる。
表現 想像上の状況[書くこと]：宝くじが当たり，大金を手にしたらと
いう仮定の状況を想定し，自分の考えや主張をまとめたり，クラスメー
トと話して伝え合ったりして，スピーチの原稿を作成する。
論理 スピーチ[話すこと（発表）]：スピーチの構成や伝え方を意識し
て，自分の考えや主張を話して伝える。

・指導事項
Lesson9
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression Ⅱ Standard Ace
・一人１台端末の活用　等

○ ○

○ ○ ○ 3

定期考査
○

○ ○ 3

話題 社会：日本の社会の問題点について書かれた文章を読んで，直接
話法と間接話法を用いて表した文の構造を理解する。
言語 情報を伝える：相手に情報を伝えるために，直接話法，間接話
法，また様々な伝達表現を用いて適切な文の形や構造を組み立てる。
表現 日本の社会[話すこと（やり取り）]：職場の観点から考えた日本
の社会に関するプレゼンテーションを聞いて，全体の概要と構成を理解
し，まとめる。また，日本の社会をより公平で寛容にする方法につい
て，ペアやグループで議論する。
論理 リスニングの要約：日本の教育制度の目標について話されるプレ
ゼンテーションを聞いて，文章全体の構成と要点・要約をまとめる手順
を理解する。

・指導事項
Lesson8
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression Ⅱ Standard Ace
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

1

話題 言語教育：第二か国語や外国語としての英語について書かれた文
章を読んで，語句や文を修飾して情報を追加する様々な文の構造を理解
する。
言語 情報を加える(1)：形容詞・分詞・前置詞句や不定詞による名詞の
修飾を用いた適切な文の形や構造を理解し，文を組み立てる。
表現 第二公用語としての英語[書くこと]：日本の第二公用語としての
英語の導入の賛否に関する記事を読んで，文章全体の概要と構成を理解
し，まとめる。
論理 リーディングの要約：精読と多読の２つの読解方法について書か
れた記事を読んで，文章全体の構成と要点・要約をまとめる手順を理解
する。

・指導事項
Lesson7
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression Ⅱ Standard Ace
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○ ○

3

定期考査
○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 3

２
学
期

話題 環境問題：エネルギーの使い過ぎについて書かれた文章を読ん
で，名詞を修飾して情報を追加する様々な文の構造を理解する。
言語 情報を加える (1)：形容詞・分詞・前置詞句や不定詞による名詞
の修飾を用いた適切な文の形や構造を理解し，文を組み立てる。
表現 エネルギーの使い過ぎによって引き起こされる問題[書くこと]：
エネルギーの使い過ぎによって引き起こされる問題について，パラグラ
フの構成に意識して，自分の意見や主張を書いて伝える。
論理 パラグラフ（原因・理由・結果）：原因・理由・結果について述
べる論理的なパラグラフの構成やつなぎの言葉を適切に用いて，書いて
伝える。

・指導事項
Lesson5
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression Ⅱ Standard Ace
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

話題 文化：異文化理解の重要性について書かれた文章を読んで，関係
詞によって情報が追加された文の構造を理解する。
言語 情報を加える (2)：関係代名詞や関係副詞を用いた文の構造を理
解し，文を組み立てる。
表現 訪れたい国と文化[書くこと]：訪れたい国とその国の文化につい
て，自身の主張や理由の根拠を示して，詳しく書いて伝える。
論理 主張や理由の根拠を示す：主張や理由の根拠となる情報を示し，
資料や他者の言葉の引用や出典を表す表現を適切に用いて，書いて伝え
る。

・指導事項
Lesson6
・教材
Vision Quest  English Logic and
Expression Ⅱ Standard Ace
・一人１台端末の活用　等

○ ○

1. 評価の観点
【知識・技能】外国語の学習を通じて,言
語の働きや役割などを理解している。
外国語の技能（話すこと、書くこと）に
ついて，実際のコミュニケーションにお
いて活用できる知識・技能を身に付けて
いる。

【思考力・判断力・表現力】場面・目
的・状況等に応じて，日常的や社会的な
話題について，情報や考えなどを外国語
で的確に理解したり適切に伝え合ったり
している。
聞いたり読んだりしたことなどを活用し
て，自分の意見や考えなどを話したり書
いたりして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】他者を
尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き
手に配慮しながら，外国語で聞いたり読
んだりしたことを活用して，自分の意見
や考えなどを話したり書いたりして表現
しようとている。

２．評価方法
上に示す観点に基づいて学習のまとまり
ごとにA，B，Cで評価し，学年末に5段階
評価の評定にまとめる。
学習に応じて，それぞれの観点を適切に
配分し，評価する。

【評価対象】
(a) 授業中の活動への取り組み状況

(b) パフォーマンステスト：発表（ス
ピーチ・プレゼンテーション）・ディ
ベート・ディスカッション

(c) ノート・ワーク・レポート等の提出
物

(d) ペーパーテスト：小テスト・定期考
査等

【評価結果】
A (3)：おおむね満足できる状況

B (2)：十分満足できる状況

C (1)：努力を要する状況



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ EK 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

10○ ○

〈知識〉自分の考えや気持ちを話して伝
えるために必要となる語彙や表現を理解
している。
〈技能〉病院にファシリティドッグがい
ることについて，情報や考えを理由とと
もに話して伝える技能を身に付けてい
る。

○ ○ ○

２
学
期

E 単元
〈聞くこと〉ファシリティドッグ導
入に賛成か反対かについての会話を
聞いて必要な情報を聞き取り，話し
手の意図を把握する。
〈読むこと〉ファシリティドッグに
ついての文章を読んで必要な情報を
読み取り，要点を捉える。また，不
定詞の意味上の主語や間接疑問文，

・指導事項
Lesson5
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ
Target1100
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

○ ○ 1
定期考査

○

○

〈知識〉自分の考えや気持ちを話して伝
えるために必要となる語彙や表現を理解
している。
〈技能〉日本の世界遺産について，情報
や考えを理由とともに話して伝える技能
を身に付けている。

○ ○ ○ 10

D 単元
〈聞くこと〉日本の世界遺産につい
てのスピーチを聞いて必要な情報を
聞き取り，スピーチの要点を捉え
る。
〈読むこと〉屋久島のエコツアーに
ついての文章を読んで，必要な情報
を読み取り，要点を捉える。また，
関係代名詞や関係副詞の意味や構造

・指導事項
Lesson4
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ
Target1100
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

〈知識〉自分の考えや気持ちを話して伝
えるために必要となる語彙や表現を理解
している。
〈技能〉学校での制服の着用について，
情報や考えを理由とともに話して伝える
技能を身に付けている。 ○ ○ ○ 10

C 単元
〈聞くこと〉学校の制服についての
会話を聞いて必要な情報を聞き取
り，話し手の意図を把握する。
〈読むこと〉学校の制服についての
文章を読んで必要な情報を読み取
り，要点を捉える。また比較の表現
や，分詞，関係代名詞の意味や構造
を理解する。
〈話すこと［やり取り］〉自分が
通っている学校の制服について，自

・指導事項
Lesson3
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ
Target1100
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○ ○ 1定期考査 ○

○

〈知識〉自分の考えや気持ちを話して伝
えるために必要となる語彙や表現を理解
している。
〈技能〉自分のカレーの好みについて，
情報や考え，気持ちなどを，理由ととも
に話して伝える技能を身に付けている。

○ ○ ○ 10

B 単元
〈聞くこと〉好きなカレーについて
の会話から必要な情報を聞き取り，
話し手の意図を把握する。
〈読むこと〉カレーの歴史と現在の
様子についての文章を読んで，必要
な情報を読み取り，概要を捉える。
また，文章を通して受動態や現在完
了形の意味や構造について，理解す

・指導事項
Lesson2
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ
Target1100
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

〈知識〉自分の考えや気持ちを話して伝
えるために必要となる語彙や表現を理解
している。
〈技能〉自分が挑戦してみたいことにつ
いて，情報や考え，気持ちなどを，理由
とともに話して伝える技能を身に付けて
いる。 ○ ○ ○ 10

思 態

配
当
時
数

１
学
期

A 単元
〈聞くこと〉これからの高校生活で
関心があることについての話を聞い
て必要な情報を聞き取り，話し手の
意図を把握する。
〈読むこと〉高校生活における目標
設定について書かれている文章を読
み，不定詞や動名詞の意味や構造を
理解する。また文章から必要な情報
を読み取り，要点を捉える。
〈話すこと［やり取り］〉高校生活
で関心がある学校行事について，自
分の考えを伝え合うやり取りを続け

・指導事項
Lesson1
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ
Target1100
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・語いやフレーズを理解し、適切な表現として
使用することができる。
・必要な情報を、正確に聞き取ることができ
る。
・ある分量の英文を読んで、必要な情報を正確
に読み取ることができる。
・間違いやすい音に留意して、正確な発音やア
クセントを用いて教科書本文の音読ができる。
・相手に配慮しながら、コミュニケーションを
継続することができる。

・話された内容の概要・要旨を聞き取ることが
できる。

ることができる。
・相手が話したことに対して質問をしたり、答
えたりしながら議論を継続することができる。

・英語で進められる授業に参加し、言語活動に積
極的に参加することができる。
・文化・歴史・社会等の課題について積極的に考
え、自らの生き方の向上に取り組むことができ
る。
・自己の学習を振り返り、常に改善・向上の態度
を持つことができる。

『LANDMARK Fit』啓林館

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】

・語いやフレーズを理解し、適切な表現として使用することができる。
・正しい語順や文型、語法などの文法事項をふまえて、適切な表現にすることができる。
・必要な情報を、正確に聞き取ることができる。
・ある分量の英文を読んで、必要な情報を正確に読み取ることができる。
・間違いやすい音に留意して、正確な発音やアクセントを用いて教科書本文の音読ができる。
・相手に配慮しながら、コミュニケーションを継続することができる。
・既習の文型や語法、適切な文章形式をふまえて、英文を正確に書くことができる。

・話された内容の概要・要旨を聞き取ることができる。

・聞き手を説得できるように論理的に自分の意見を述べることができる。
・相手が話したことに対して質問をしたり、答えたりしながら議論を継続することができる。
・順序や論理展開を意識してまとまった分量の文章を書くことができる。

・英語で進められる授業に参加し、言語活動に積極的に参加することができる。
・文化・歴史・社会等の課題について積極的に考え、自らの生き方の向上に取り組むことができる。
・自己の学習を振り返り、常に改善・向上の態度を持つことができる。

（　γ組：石橋　　　　）（　β組：勝山　　　　）（　β組：　　　　）（　α組：杉山　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）

外国語 英語コミュニケーションⅠ

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3



合
計

105

○ ○ 1

○ ○ ○ 10

定期考査
○

○ 10

J 単元
〈聞くこと〉友情についてのエピ
ソードを聞いて，必要な情報を聞き
取り話し手の意図を把握する。
〈読むこと〉日本とトルコの時を超
えた友情についての文章を読んで，
必要な情報を読み取り，概要を捉え
る。
〈話すこと［やり取り］〉海外を訪

・指導事項
Optional Lesson2
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ
Target1100
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

〈知識〉自分の考えや気持ちを話して伝
えるために必要となる語彙や表現を理解
している。
〈技能〉友情の大切さについて，考えや
気持ちを理由とともに話して伝える技能
を身に付けている。

○ ○ ○

〈知識〉自分の考えや気持ちを話して伝
えるために必要となる語彙や表現を理解
している。
〈技能〉宇宙エレベーターで宇宙に行く
ことができるとしたらしてみたいことに
ついて，考えや気持ちを理由とともに話
して伝える技能を身に付けている。

○ ○

○ ○ 1

３
学
期

I 単元
〈聞くこと〉宇宙エレベーターで宇
宙に行けたらしてみたいことについ
て話されている会話から必要な情報
を聞き取り，話し手の意図を把握す
る。
〈読むこと〉宇宙エレベーターにつ
いての文章を読み，必要な情報を読
み取り，要点を把握する。

・指導事項
Optional Lesson1
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ
Target1100
・一人１台端末の活用　等

○ ○

○ ○ 10

定期考査
○

10

H 単元
〈聞くこと〉将来就きたい職業につ
いての会話を聞いて，必要な情報を
聞き取り，会話の要点を捉える。
〈読むこと〉社会起業家について書
かれた文章を読み，必要な情報を読
み取り，概要を捉える。また，less
を用いた比較の表現，知覚動詞を用
いた表現や過去完了形，仮定法過去

・指導事項
Lesson8
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ
Target1100
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

〈知識〉自分の考えや気持ちを話して伝
えるために必要となる語彙や表現を理解
している。
〈技能〉将来自分がなりたい職業につい
て，考えや気持ちを理由とともに話して
伝える技能を身に付けている。

○

○ ○

〈知識〉自分の考えや気持ちを話して伝
えるために必要となる語彙や表現を理解
している。
〈技能〉インターネットの活用につい
て，情報や考えを理由とともに話して伝
え合う技能を身に付けている。

○ ○ ○

○ ○ 1

G 単元
〈聞くこと〉インターネットの活用
方法について話している会話を聞い
て，必要な情報を聞き取り，話し手
の意図を聞き取る。
〈読むこと〉バナの平和への思いと
ソーシャルメディアを利用した平和
活動についての文章から必要な情報
を読み取り，要点を捉える。また，

・指導事項
Lesson7
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ
Target1100
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

○ ○ 10

定期考査
○

10

F 単元
〈聞くこと〉ジャスチャーが持つ意
味について話されている会話を聞い
て，必要な情報を聞き取り，話し手
の意図を把握する。
〈読むこと〉世界の非言語コミュニ
ケーションについて書かれている文
章から必要な情報を読み取り，要点
を捉える。またbe動詞の補語になる

・指導事項
Lesson6
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ
Target1100
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

知識〉自分の考えや気持ちを話して伝え
るために必要となる語彙や表現を理解し
ている。
〈技能〉自分が興味のある非言語コミュ
ニケーションについて，情報や考えを理
由とともに話して伝える技能を身に付け
ている。

○

○ ○

〈知識〉自分の考えや気持ちを話して伝
えるために必要となる語彙や表現を理解
している。
〈技能〉病院にファシリティドッグがい
ることについて，情報や考えを理由とと
もに話して伝える技能を身に付けてい
る。

○ ○ ○

２
学
期

E 単元
〈聞くこと〉ファシリティドッグ導
入に賛成か反対かについての会話を
聞いて必要な情報を聞き取り，話し
手の意図を把握する。
〈読むこと〉ファシリティドッグに
ついての文章を読んで必要な情報を
読み取り，要点を捉える。また，不
定詞の意味上の主語や間接疑問文，

・指導事項
Lesson5
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ
Target1100
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ EK 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ 1
定期考査

○

○

〈知識〉興味・情熱のあるものについて
の情報や考えなどを話して伝えるために
必要な語彙や表現を理解している。
〈技能〉興味・情熱のあるものについて
の情報や考えなどを論理性に注意して詳
しく話して伝える技能を身に付けてい
る。

○ ○ ○ 10

(1) 聞くこと
次世代に残したいもの，および興味・情熱のあるものについて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図，概要や要点などを把握すること
ができる。
(2) 読むこと
伝統野菜の種を商う高校生について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開，概要や要点などを把握することができる。
(3) 話すこと［やり取り］
次世代に残したいものや次世代に影響を与えた出来事，および興味・情熱のあるものについて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えな
どを詳しく話して伝え合うやり取りを続けることができる。
(4) 話すこと［発表］
興味・情熱のあるものについて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができる。
(5) 書くこと

・指導事項
Lesson4
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅡ
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

〈知識〉日本が誇る文化についての情報
や考えなどを話して伝えるために必要な
語彙や表現を理解している。
〈技能〉日本が誇る文化についての情報
や考えなどを論理性に注意して詳しく話
して伝える技能を身に付けている。 ○ ○ ○ 10

(1)  聞くこと
学校の清掃活動，および日本が誇る文化について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図，概要や要点などを把握することができる。
(2)  読むこと
新幹線の清掃スタッフについて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開，概要や要点などを把握することができる。
(3)  話すこと［やり取り］
学校の清掃活動，および日本が誇る文化について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続ける
ことができる。
(4)  話すこと［発表］
日本が誇る文化について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができる。
(5)  書くこと
日本が誇る文化について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理性に注意して詳しく書いて伝えることができる。

・指導事項
Lesson3
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅡ
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○ ○ 1
定期考査

○

○

〈知識〉興味のある動物についての情報
や考えなどを話して伝えるために必要な
語彙や表現を理解している。
〈技能〉興味のある動物についての情報
や考えなどを論理性に注意して詳しく話
して伝える技能を身に付けている。

○ ○ ○ 10

(1) 聞くこと
水族館，およびコウテイペンギンについて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図，概要や要点などを把握することができる。
(2) 読むこと
コウテイペンギンの生態について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開，概要や要点などを把握することができる。
(3) 話すこと［やり取り］
水族館や海洋生物，およびコウテイペンギンについて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続
けることができる。
(4) 話すこと［発表］
興味のある動物について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができる。
(5) 書くこと
興味のある動物について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理性に注意して詳しく書いて伝えることができる。

・指導事項
Lesson2
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅡ
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

〈知識〉スウェーデン人漫画家の漫画に
ついての情報や考えなどを話して伝える
ために必要な語彙や表現を理解してい
る。
〈技能〉スウェーデン人漫画家の漫画に
ついての情報や考えなどを論理性に注意
して詳しく話して伝える技能を身に付け
ている。

○ ○ ○ 10

思 態

配

当

時

数

１
学
期

(1) 聞くこと
日本のアニメや漫画，およびスウェーデン人漫画家の漫画について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図，概要や要点などを把握する
ことができる。
(2) 読むこと
スウェーデン人漫画家について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開，概要や要点などを把握することができる。
(3) 話すこと［やり取り］
日本のアニメや漫画，およびスウェーデン人漫画家の漫画について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを詳しく話して伝え合う
やり取りを続けることができる。
(4) 話すこと［発表］
スウェーデン人漫画家の漫画について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができ
る。

・指導事項
Lesson1
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅡ
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・語いやフレーズを理解し、適切な表現として使用することができる。
・必要な情報を、正確に聞き取ることができる。
・ある分量の英文を読んで、必要な情報を正確に読み取ることができる。
・間違いやすい音に留意して、正確な発音やアクセントを用いて教科書本文の音読ができる。
・相手に配慮しながら、コミュニケーションを継続することができる。

・話された内容の概要・要旨を聞き取ること
ができる。

取ることができる。
・相手が話したことに対して質問をしたり、
答えたりしながら議論を継続することができ
る。

・英語で進められる授業に参加し、言語活動に
積極的に参加することができる。
・文化・歴史・社会等の課題について積極的に
考え、自らの生き方の向上に取り組むことがで
きる。
・自己の学習を振り返り、常に改善・向上の態
度を持つことができる。

『LANDMARK Fit』啓林館

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】

・語いやフレーズを理解し、適切な表現として使用することができる。
・正しい語順や文型、語法などの文法事項をふまえて、適切な表現にすることができる。
・必要な情報を、正確に聞き取ることができる。
・ある分量の英文を読んで、必要な情報を正確に読み取ることができる。
・間違いやすい音に留意して、正確な発音やアクセントを用いて教科書本文の音読ができる。
・相手に配慮しながら、コミュニケーションを継続することができる。
・既習の文型や語法、適切な文章形式をふまえて、英文を正確に書くことができる。

・話された内容の概要・要旨を聞き取ることができる。

・聞き手を説得できるように論理的に自分の意見を述べることができる。
・相手が話したことに対して質問をしたり、答えたりしながら議論を継続することができる。
・順序や論理展開を意識してまとまった分量の文章を書くことができる。

・英語で進められる授業に参加し、言語活動に積極的に参加することができる。
・文化・歴史・社会等の課題について積極的に考え、自らの生き方の向上に取り組むことができる。
・自己の学習を振り返り、常に改善・向上の態度を持つことができる。

（　γ組：杉山　　　　）（　β組：勝山　　　　） （　β組：　　　　）（　α組：石橋　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

外国語 英語コミュニケーションⅡ

外国語 英語コミュニケーションⅡ 3



合

計

105

○ ○ 1

○ ○ ○ 10

定期考査
○

○ 10

(1) 聞くこと
歴史のレポート，および特別な人への手紙について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図，概要や要点などを把握することができる。
(2) 読むこと
硫黄島での戦いについて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開，概要や要点などを把握することができる。
(3) 話すこと［やり取り］
歴史的な出来事や第二次世界大戦について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続けることが
できる。
(4) 話すこと［発表］
特別な人への手紙を書いて発表するにあたり，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝え
ることができる。
(5) 書くこと

・指導事項
Lesson10
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅡ
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

〈知識〉特別な人への手紙を書いて発表
するにあたり，情報や考え，気持ちなど
を話して伝えるために必要な語彙や表現
を理解している。
〈技能〉特別な人への手紙を書いて発表
するにあたり，情報や考え，気持ちなど
を論理性に注意して詳しく話して伝える
技能を身に付けている。

○ ○ ○

〈知識〉英語による発表を行うにあた
り，情報や考え，気持ちなどを話して伝
えるために必要な語彙や表現を理解して
いる。
〈技能〉英語による発表を行うにあた
り，情報や考え，気持ちなどを論理性に
注意して詳しく話して伝える技能を身に
付けている。

○ ○

○ ○ 1

３
学

期

(1) 聞くこと
言葉の変化，および英語による発表について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図，概要や要点などを把握することができる。
(2) 読むこと
言語の経年変化について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開，概要や要点などを把握することができる。
(3) 話すこと［やり取り］
言葉の変化や感情を表す語について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続けることができ
る。
(4) 話すこと［発表］
英語による発表を行うにあたり，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができ
る。
(5) 書くこと

・指導事項
Lesson9
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅡ
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○

○ ○ 10

定期考査
○

10

(1) 聞くこと
AIロボット，およびAIと共存する未来について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図，概要や要点などを把握することができる。
(2) 読むこと
AIと共存する未来について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開，概要や要点などを把握することができる。
(3) 話すこと［やり取り］
AIロボット，およびAIと共存する未来について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続けるこ
とができる。
(4) 話すこと［発表］
AIと共存する未来について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができる。
(5) 書くこと
AIと共存する未来について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理性に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝え

・指導事項
Lesson8
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅡ
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

〈知識〉AIと共存する未来についての情
報や考えなどを話して伝えるために必要
な語彙や表現を理解している。
〈技能〉AIと共存する未来についての情
報や考えなどを論理性に注意して詳しく
話して伝える技能を身に付けている。

○

○ ○

〈知識〉持続可能な街づくりについての
情報や考えなどを話して伝えるために必
要な語彙や表現を理解している。
〈技能〉持続可能な街づくりについての
情報や考えなどを論理性に注意して詳し
く話して伝える技能を身に付けている。

○ ○ ○

○ ○ 1

(1) 聞くこと
街のクリーン化，おおび持続可能な街づくりについて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図，概要や要点などを把握することができ
る。
(2) 読むこと
山田周生の冒険とその後の取り組みについて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開，概要や要点などを把握することができる。
(3) 話すこと［やり取り］
街のクリーン化，および持続可能な街づくりについて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続
けることができる。
(4) 話すこと［発表］
持続可能な街づくりについて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができる。
(5) 書くこと

・指導事項
Lesson7
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅡ
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

○ ○ 10

定期考査
○

10

(1) 聞くこと
江戸時代，および「もったいない」と感じるものについて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図，概要や要点などを把握することがで
きる。
(2) 読むこと
江戸時代のリサイクル社会について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開，概要や要点などを把握することができる。
(3) 話すこと［やり取り］
江戸時代，および「もったいない」と感じるものについて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを詳しく話して伝え合うやり取り
を続けることができる。
(4) 話すこと［発表］
「もったいない」と感じるものについて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができ
る。

・指導事項
Lesson6
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅡ
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

〈知識〉「もったいない」と感じるもの
についての情報や考えなどを話して伝え
るために必要な語彙や表現を理解してい
る。
〈技能〉「もったいない」と感じるもの
についての情報や考えなどを論理性に注
意して詳しく話して伝える技能を身に付
けている。

○

○ ○

〈知識〉印象に残る歴史的建造物につい
ての情報や考えなどを話して伝えるため
に必要な語彙や表現を理解している。
〈技能〉印象に残る歴史的建造物につい
ての情報や考えなどを論理性に注意して
詳しく話して伝える技能を身に付けてい
る。

○ ○ ○

２
学
期

(1) 聞くこと
教会・寺・神社，およびガウディと外尾悦郎について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図，概要や要点などを把握することができ
る。
(2) 読むこと
ガウディと外尾悦郎について，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開，概要や要点などを把握することができる。
(3) 話すこと［やり取り］
教会・寺・神社，および印象に残る歴史的建造物について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを詳しく話して伝え合うやり取り
を続けることができる。
(4) 話すこと［発表］
印象に残る歴史的建造物について，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができる。
(5) 書くこと

・指導事項
Lesson5
・教材
LANDMARK Fit English
CommunicationⅡ
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

合

計

65

○ 7○ ○ ○

【知識及び技能】
エッセイの基本的な構成や形式を理解している。
分詞構文についての基本的な知識を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
分詞構文を使って情報をつけ加えることができる。
アウトラインに基づいてまとまりのあるエッセイを
書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ルビー・ブリッジズさんと公民権運動について関心
をもち，積極的に聞いたり読んだりしている。
ルビー・ブリッジズさんと公民権運動について，間
違うことを恐れずに書いたり話したりしている。

○ ○

○ ○ 1

３

学

期

A 単元
【知識及び技能】
・ルビー・ブリッジズさんと公民権運動につ
いて聞いたり読んだりしたことから，概要や
要点を正確にとらえることができる。
・ルビー・ブリッジズさんが公民権運動にお
いて果たした役割について理解できる。
・エッセイの基本的な構成や形式を理解でき
る。
・分詞構文を使った慣用表現についての基本
的な知識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
・人や物について，情報をつけ加えて説明す
ることができる。
・人物についてアウトラインに基づいてまと
まりのあるエッセイを書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活

・指導事項
Lesson7
・教材
All Aboard! English
Communication Ⅲ
Target1900
・一人１台端末の活用　等 ○ ○

○ ○ 8

定期考査

9

A 単元
【知識及び技能】
・エネルギー問題とスウェーデンについて概
要や要点を正確に読み取ることができる。
・エネルギー問題とスウェーデンについて概
要や要点を正確に聞き取ることができる。
・図表を読んで情報を正確に読み取ることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・エネルギー問題について適切な表現を用い
て話すことができる。
・エネルギー問題について適切な表現を用い
て書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson6
・教材
All Aboard! English
Communication Ⅲ
Target1900
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
グラフなどの図表を説明する際に必要な基本的表現
を理解している。
比較表現についての基本的な知識を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
エネルギー問題について調べたことに自分の意見や
感想を加えて書いたり話したりできる。
具体的な数字などの根拠を視覚情報を用いながら示
して書いたり話したりできる。
比較表現を使って正確に表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
エネルギー問題とスウェーデンについて関心をも
ち，積極的に聞いたり読んだりしている。
間違うことを恐れずに自分の意見や感想を加えて書
いたり話したりしている。

○

○ ○

【知識及び技能】
無生物主語についての基本的な知識を身につけてい
る
【思考力、判断力、表現力等】
古代史の解明に大きな役割を果たしたロゼッタ・ス
トーンの解読にいたる経緯や，ヒエログリフの特徴
について適切な表現を用いて書いたり話したりでき
る。
無生物主語を用いて物の特徴を的確に表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
古代史の解明に大きな役割を果たしたロゼッタ・ス
トーンの解読にいたる経緯や，ヒエログリフの特徴
について，間違うことを恐れずに書いたり話したり
している。

○ ○ ○

○ ○ 1

A 単元
【知識及び技能】
・古代史の解明に大きな役割を果たしたロ
ゼッタ・ストーンの解読にいたる経緯や，ヒ
エログリフの特徴について，概要や要点を正
確に読み取ることができる。
・古代史の解明に大きな役割を果たしたロ
ゼッタ・ストーンの解読にいたる経緯や，ヒ
エログリフの特徴について，概要や要点を正
確に聞き取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・古代史の解明に大きな役割を果たしたロ
ゼッタ・ストーンの解読にいたる経緯や，ヒ
エログリフの特徴について適切な表現を用い
て話すことができる。
・古代史の解明に大きな役割を果たしたロ
ゼッタ・ストーンの解読にいたる経緯や，ヒ
エログリフの特徴について適切な表現を用い

・指導事項
Lesson5
・教材
All Aboard! English
Communication Ⅲ
Target1900
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○

○ ○ 6

定期考査

7

A 単元
【知識及び技能】
・小笠原諸島について概要や要点を正確に読
み取ることができる。
・小笠原諸島について概要や要点を正確に聞
き取ることができる。
・小笠原諸島の直面する問題の詳細を読み取
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自然環境との共生について適切な表現を用
いて書くことができる。
・自然環境との共生について自分の考えを論
理的に述べることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson4
・教材
All Aboard! English
Communication Ⅲ
Target1900
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
意見を論理的に述べるときに用いられる語句や表現
について理解している。
ショートディベートの流れや役割について理解して
いる。
否定表現の基本的な知識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
自然環境との共生について自分の考えを論理的に述
べることができる。
否定表現を用いて現実には起こりえないことについ
て正確に表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
小笠原諸島の現状と直面する問題について関心をも
ち，積極的に聞いたり読んだりしている。
自然環境との共生について間違うことを恐れずに書
いたり話したりしている。
グループワークにおいて必要に応じて協力し合って
いる。

○

○ ○

【知識及び技能】
戦場という極限状態において音楽について説明する
語句や表現を理解している。
仮定法過去についての基本的な知識を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
聞いたり読んだりした内容について英語で適切に答
えることができる。
戦場という極限状態において音楽について写真を
使って適切に説明できる。
仮定法過去を使って過去の出来事について表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
戦場という極限状態において音楽について関心をも
ち，積極的に聞いたり読んだりしている。
戦場という極限状態において音楽について間違うこ
とを恐れずに書いたり話したりしている。

○ ○ ○

２

学

期

A 単元
【知識及び技能】
・戦場という極限状態において音楽に関する
説明を正確に読み取ることができる。
・戦場という極限状態において音楽に関する
説明を正確に聞き取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・音楽について書いたり話したりすることが
できる。
・戦場という極限状態において音楽について
適切な表現を用いて話すことができる。
・戦場という極限状態において音楽について
適切な表現を用いて書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson3
・教材
All Aboard! English
Communication Ⅲ
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

○

【知識及び技能】
食に対する考えや経験に用いられる語句や表現につ
いて理解している。
未来進行形についての基本的な知識を身につけてい
る
【思考力、判断力、表現力等】
食に対する考えや経験について適切な表現を用いて
書いたり話したりできる。
食に対する考えや経験について未来進行形を用いて
正確に表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
食に対する考えや経験について間違うことを恐れず
に書いたり話したりしている。
相手の情報を積極的に聞き取ろうとしている。
グループワークにおいて必要に応じて協力し合って
いる。

○ ○ ○ 12

A 単元
【知識及び技能】
・食に対する考えや経験の概要を正確に読み
取ることができる。
・食に対する考えや経験の概要を正確に聞き
取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・食に対する考えや経験について話したり，
相手の経験について尋ねたりすることができ
る。
・食に対する考えや経験について適切な表現
を用いて説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson2
・教材
All Aboard! English
Communication Ⅲ
Target1900
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

○

【知識及び技能】
招き猫の言葉の由来について理解している。
招き猫の言葉の由来明に用いられる語句や表現につ
いて理解している。
時制についての基本的な知識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
聞いたり読んだりした内容について英語で適切に答
えることができる。
招き猫の言葉の由来について写真を使って適切に説
明できる。
正しい時制を使って日常の習慣や過去の出来事につ
いて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
招き猫の言葉の由来について関心をもち，積極的に
聞いたり読んだりしている。
招き猫の言葉の由来について間違うことを恐れずに
書いたり話したりしている。

○ ○ ○ 12

思 態

配

当

時

数

１

学

期

A 単元
【知識及び技能】
・招き猫の言葉の由来について概要を正確に
読み取ることができる。
・招き猫の言葉のについて概要を正確に聞き
取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・日常の習慣や過去の出来事について尋ねた
り答えたりすることができる。
・招き猫の言葉の由来について適切な表現を
用いて話すことができる。
・招き猫の言葉の由来について適切な表現を
用いて書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson1
・教材
All Aboard! English
Communication Ⅲ
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

コミュニケーション英語Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・日本や外国の生活や文化に関する480語程度の
説明文を読んで，理解することができる。
・人物や地域についての説明などを聞き，情報
や考えなどの概要や要点をとらえることができ
る。
・人物や地域についての発表を聞き，相手の意
見や考えを理解できる。
・英語の授業で学習した題材に関して，聞いて
内容を理解できる。

・自分の関心のある社会的な話題について理由
を挙げて意見を述べることができる。
・自分の関心のある事柄に関して，簡単な発表
ができる。
・自分のことや身近な話題について，1パラグ
ラフ程度にまとめて説明できる。
・学習した題材に関して発展的に情報を調べ
て，短いエッセイにまとめることができる。

・ペアやグループでのコミュニケーション活動
に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己表
現活動に積極的に参加できる。
・外国の生活や文化を理解し，多様な価値観を
受け入れようと心がけることができる。
・自国の文化を理解し，外国の人々にわかりや
すく説明しようと心がけることができる。

All Aboard!　English Communication Ⅲ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】

・語いやフレーズを理解し、適切な表現として使用することができる。
・正しい語順や文型、語法などの文法事項をふまえて、適切な表現にすることができる。
・必要な情報を、正確に聞き取ることができる。
・ある分量の英文を読んで、必要な情報を正確に読み取ることができる。
・間違いやすい音に留意して、正確な発音やアクセントを用いて教科書本文の音読ができる。
・相手に配慮しながら、コミュニケーションを継続することができる。
・既習の文型や語法、適切な文章形式をふまえて、英文を正確に書くことができる。

・話された内容の概要・要旨を聞き取ることができる。

・聞き手を説得できるように論理的に自分の意見を述べることができる。
・相手が話したことに対して質問をしたり、答えたりしながら議論を継続することができる。
・順序や論理展開を意識してまとまった分量の文章を書くことができる。

・英語で進められる授業に参加し、言語活動に積極的に参加することができる。
・文化・歴史・社会等の課題について積極的に考え、自らの生き方の向上に取り組むことができる。
・自己の学習を振り返り、常に改善・向上の態度を持つことができる。

（　γ組: 杉山　） （　β組：勝山　） （　α組：石橋　）

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ 3



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ⅲ群

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

合

計

52

○ 4○ ○ ○

【知識及び技能】
大金があったら，訪れたい国と理由について話され
る内容を聞いて，理解することができる。
「億万長者になったら，何をするだろうか」という
仮定の状況に関する英文を読んで，内容を理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
海外での生活を想定した状況について，尋ねたり，
答えたりすることができる。
様々な仮定の表現を用いて，英文を書くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活
動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。

○ ○

○ ○ 1

３

学

期

A 単元
【知識及び技能】
外国語を聞いたり読んだりして，情報や考え
などを的確に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
条件や仮定を用いた適切な文の形や構造を理
解し，文を組み立てる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson9
・教材
Revised Vision Quest 　English
Expression Ⅱ  Ace
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○

○ ○ 6

定期考査

6

A 単元
【知識及び技能】
外国語を聞いたり読んだりして，情報や考え
などを的確に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
相手に情報を伝えるために，直接話法，間接
話法，また様々な伝達表現を用いて適切な文
の形や構造を組み立てる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson8
・教材
Revised Vision Quest 　English
Expression Ⅱ  Ace
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
日本や海外の労働環境に関する英文を聞いて，内容
を理解することができる。
日本や海外の労働環境に関する英文を読んで，内容
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の社会や職場環境について，話して伝え合うこ
とができる。
日本の教育制度について話された内容において，要
点を書いてまとめることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活
動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。

○

○ ○

【知識及び技能】
世界で話される言語に関する英文を読んで，内容を
理解することができる。
世界で話される言語に関する英文を聞いて，内容を
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
英語を日本の第二公用語とすべきかどうかについて
書かれた記事を読んで，つなぎの言葉を用いて、要
点を書いてまとめることができる。
外国語の学習について，尋ねたり，答えたりするこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活
動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。

○ ○ ○

○ ○ 1

A 単元
【知識及び技能】
外国語を聞いたり読んだりして，情報や考え
などを的確に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
形容詞・分詞・前置詞句や不定詞による名詞
の修飾を用いた適切な文の形や構造を理解
し，文を組み立てる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson7
・教材
Revised Vision Quest 　English
Expression Ⅱ  Ace
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

○ ○ 6

定期考査

4

A 単元
【知識及び技能】
外国語を聞いたり読んだりして，情報や考え
などを的確に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
関係代名詞や関係副詞を用いた文の構造を理
解し，文を組み立てる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson6
・教材
Revised Vision Quest 　English
Expression Ⅱ  Ace
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
文化の違いに関する英文を読んで，内容を理解する
ことができる。
文化の違いに関する英文を聞いて，内容を理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
訪れたい国を紹介する内容の英文を書くことができ
る。
日本の文化について，尋ねたり，答えたりすること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活
動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。

○

○ ○

【知識及び技能】
地球温暖化によって引き起こされる深刻な問題につ
いて書かれた英文を読んで，パラグラフの構成を理
解する。
エネルギーの使用と環境の関係に関する英文を聞い
て，内容を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
エネルギーの使い過ぎによって引き起こされる問題
について，英文を書くことができる。
エネルギーの使い過ぎによって引き起こされる問題
について，話して伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活
動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。

○ ○ ○

２

学

期

A 単元
【知識及び技能】
外国語を聞いたり読んだりして，情報や考え
などを的確に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
形容詞・分詞・前置詞句や不定詞による名詞
の修飾を用いた適切な文の形や構造を理解
し，文を組み立てる
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson5
・教材
Revised Vision Quest 　English
Expression Ⅱ  Ace
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

○

【知識及び技能】
ソーシャルメディア上のトラブルに関する英文を読
んで，内容を理解することができる。
ソーシャルメディアに対する意見と使用について話
される内容を聞いて，内容を理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ソーシャルメディアの利点と欠点を比較する英文を
書くことができる。
ソーシャルメディア上の注意点について，尋ねた
り，答えたりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活
動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。

○ ○ ○ 6

A 単元
【知識及び技能】
外国語を聞いたり読んだりして，情報や考え
などを的確に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
 義務・必要・推量を表すために，助動詞を
用いた適切な文の形や構造を理解し，文を組
み立てる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson4
・教材
Revised Vision Quest 　English
Expression Ⅱ  Ace
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

【知識及び技能】
スポーツの歴史に関する英文を読んで，内容を理解
することができる。
好きなスポーツ選手と実績について話される内容を
聞いて，内容を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
好きなスポーツ選手と実績について説明する英文を
書くことができる。
スポーツに関する経験や情報について，尋ねたり，
答えたりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活
動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。

○ ○ ○ 6

A 単元
【知識及び技能】
外国語を聞いたり読んだりして，情報や考え
などを的確に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
現在・過去・未来を表すために，適切な動詞
の形や文の構造を用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson3
・教材
Revised Vision Quest 　English
Expression Ⅱ  Ace
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

○

【知識及び技能】
学校の文化祭について書かれた英文を読んで，パラ
グラフの構成を理解することができる。
学校行事や時期について話される会話を聞いて，内
容を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
学校の文化祭について，自分の考えや気持ちなどを
話して伝えることができる。
学校行事を紹介する内容の英文を書くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活
動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。

○ ○ ○ 6

A 単元
【知識及び技能】
外国語を聞いたり読んだりして，情報や考え
などを的確に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自動詞と他動詞を使い分けたり，群動詞を適
切に用いたりして文を組み立てる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson2
・教材
Revised Vision Quest 　English
Expression Ⅱ  Ace
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

【知識及び技能】
文と文のつながりを意識しながら，英文を読んで内
容を理解することができる。
将来の夢や目標について話される会話を聞いて，内
容を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
形式主語を用いて，適切な英文を書くことができ
る。
将来の目標について，状況や展望を尋ねたり，答え
たりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活
動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。

○ ○ ○ 4

思 態

配

当

時

数

１

学

期

A 単元
【知識及び技能】
外国語を聞いたり読んだりして，情報や考え
などを的確に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
主語の選択や主語になる名詞句，形式主語の
概念を理解し，適切な文を組み立てる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ペアやグループでのコミュニケーション活
動に積極的に参加できる。
・スピーチやプレゼンテーションなどの自己
表現活動に積極的に参加できる。

・指導事項
Lesson1
・教材
Revised Vision Quest 　English
Expression Ⅱ  Ace
Target1900
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

英語表現Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

外国語の学習を通して，言語やその運用につ
いての知識を身に付けているとともに，その
背景にある文化などを理解している。

外国語で話したり書いたりして、事実や意見
などを多様な観点から考察し、論理の展開や
表現の方法を工夫しながら伝える能力を養
う。

英語を通じて、積極的にコミュニケーション
を図ろうとする態度を育成するとともに、コ
ミュニケーションに関心をもち、積極的に言
語活動を行い、コミュニケーションを図ろう
とする。

Revised Vision Quest 　English Expression Ⅱ  Ace（啓林館）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこ
と、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況など
に応じて適切に活用できる技能を身に付ける。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外
国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを
活用し適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体
的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

（　勝山　）

外国語 英語表現Ⅱ
外国語 英語表現Ⅱ 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

○

【知識及び技能】
郵便局や銀行のやりとりで情報を誤解なく把握できる。
郵便局や銀行における基本的な会話を読んで、正しく理
解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
簡単な文を使って、「希望を伝える」「提案する」こと
ができる
読み手が読めるようなわかりやすい文字が書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
間違いを恐れずに、最後まで英語を使おうと努めてい
る。

○ ○ ○ 6

A 単元
【知識及び技能】
日常会話特有の言い回しやジェスチャーなど、
実践的なコミュニケーション手段の役割を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
日常会話特有の言い回しや、ジェスチャーなど
の非言語的コミュニケーション手段を、場面や
目的に応じて適切に用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外での生活に必要な基本的な表現を使って、
会話する。

・指導事項
Lesson4
・教材
My Passport  English
Conversation
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

【知識及び技能】
観光案内所のやりとりで情報を誤解なく把握できる。
観光案内所における基本的な会話を読んで、正しく理解
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
簡単な文を使って、「行き方をたずねる」「所要時間を
たずねる」ことができる
読み手が読めるようなわかりやすい文字が書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
間違いを恐れずに、最後まで英語を使おうと努めてい
る。

○ ○ ○ 6

A 単元
【知識及び技能】
日常会話特有の言い回しやジェスチャーなど、
実践的なコミュニケーション手段の役割を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
日常会話特有の言い回しや、ジェスチャーなど
の非言語的コミュニケーション手段を、場面や
目的に応じて適切に用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外での生活に必要な基本的な表現を使って、
会話する。

・指導事項
Lesson3
・教材
My Passport  English
Conversation
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

【知識及び技能】
ホテル内の会話のやりとりで情報を誤解なく把握でき
る。
ホテルにおける基本的な会話を読んで、正しく理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
簡単な文を使って、「依頼する」「時間をたずねる」こ
とができる
読み手が読めるようなわかりやすい文字が書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
間違いを恐れずに、最後まで英語を使おうと努めてい
る。

○ ○ ○ 4

A 単元
【知識及び技能】
日常会話特有の言い回しやジェスチャーなど、
実践的なコミュニケーション手段の役割を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
日常会話特有の言い回しや、ジェスチャーなど
の非言語的コミュニケーション手段を、場面や
目的に応じて適切に用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外での生活に必要な基本的な表現を使って、
会話する。

・指導事項
Lesson2
・教材
My Passport  English
Conversation
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○

【知識及び技能】
日常会話の中の情報を誤解なく把握できる。
自己紹介に関する基本的な会話を読んで、正しく理解す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
簡単な文を使って、「紹介する」「職業をたずねる」こ
とができる
読み手が読めるようなわかりやすい文字が書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
間違いを恐れずに、最後まで英語を使おうと努めてい
る。

○ ○ ○ 4

思 態

配
当
時
数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
日常会話特有の言い回しやジェスチャーなど、
実践的なコミュニケーション手段の役割を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
日常会話特有の言い回しや、ジェスチャーなど
の非言語的コミュニケーション手段を、場面や
目的に応じて適切に用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外での生活に必要な基本的な表現を使って、
会話する。

・指導事項
Lesson1
・教材
My Passport  English
Conversation
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

英語会話

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・相手の話を聞いて理解するとともに、場面や
目的に応じて適切に応答する。
・リズムやイントネーションなどの英語の音声
的な特徴、話す速度、声の大きさなどに注意し
ながら聞いたり話したりすること。

・関心のあることについて相手に質問したり、
相手の質問に答えたりする。
・聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経
験したことに基づき、情報や考えなどを場面や
目的に応じて適切に伝える。

・英語を通じて、積極的にコミュニケーション
を図ろうとする態度を育成するとともに、身近
な話題について会話する能力を養う。

My Passport  English Conversation

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、
読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて
適切に活用できる技能を身に付ける。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語
で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用し適
切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、
自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

（　石橋　）

外国語 英語会話
外国語 英語会話 2



6○ ○

【知識及び技能】
病院や薬局での会話で情報を誤解なく把握できる。
病院や薬局における基本的な会話を読んで、正しく理解
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
簡単な文を使って、「相手の様子をたずねる」「言いか
える」ことができる
読み手が読めるようなわかりやすい文字が書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
間違いを恐れずに、最後まで英語を使おうと努めてい
る。

○ ○ ○

【知識及び技能】
駅などでたずねる時に情報を誤解なく把握できる。
駅における基本的な会話を読んで、正しく理解すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
簡単な文を使って、「場所をたずねる」「アドバイスを
する」ことができる
読み手が読めるようなわかりやすい文字が書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
間違いを恐れずに、最後まで英語を使おうと努めてい
る。

○ ○ ○ 6

A 単元
【知識及び技能】
日常会話特有の言い回しやジェスチャーなど、
実践的なコミュニケーション手段の役割を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
日常会話特有の言い回しや、ジェスチャーなど
の非言語的コミュニケーション手段を、場面や
目的に応じて適切に用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外での生活に必要な基本的な表現を使って、
会話する。

・指導事項
Lesson8
・教材
My Passport  English
Conversation
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

○ ○ 5

A 単元
【知識及び技能】
日常会話特有の言い回しやジェスチャーなど、
実践的なコミュニケーション手段の役割を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
日常会話特有の言い回しや、ジェスチャーなど
の非言語的コミュニケーション手段を、場面や
目的に応じて適切に用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外での生活に必要な基本的な表現を使って、
会話する。

・指導事項
Lesson7
・教材
My Passport  English
Conversation
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

5

A 単元
【知識及び技能】
日常会話特有の言い回しやジェスチャーなど、
実践的なコミュニケーション手段の役割を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
日常会話特有の言い回しや、ジェスチャーなど
の非言語的コミュニケーション手段を、場面や
目的に応じて適切に用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外での生活に必要な基本的な表現を使って、
会話する。

・指導事項
Lesson6
・教材
My Passport  English
Conversation
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
店のやりとりで情報を誤解なく把握できる。
店における基本的な会話を読んで、正しく理解すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
簡単な文を使って、「サイズや色をたずねる」「試着許
可を求める」ことができる
読み手が読めるようなわかりやすい文字が書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
間違いを恐れずに、最後まで英語を使おうと努めてい
る。

○

○ ○

【知識及び技能】
飲食店のやりとりで情報を誤解なく把握できる。
飲食店における基本的な会話を読んで、正しく理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
簡単な文を使って、「注文する」「料金をたずねる」こ
とができる
読み手が読めるようなわかりやすい文字が書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
間違いを恐れずに、最後まで英語を使おうと努めてい
る。

○ ○ ○

２
学
期

A 単元
【知識及び技能】
日常会話特有の言い回しやジェスチャーなど、
実践的なコミュニケーション手段の役割を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
日常会話特有の言い回しや、ジェスチャーなど
の非言語的コミュニケーション手段を、場面や
目的に応じて適切に用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外での生活に必要な基本的な表現を使って、
会話する。

・指導事項
Lesson5
・教材
My Passport  English
Conversation
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○
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○ ○ ○ 4

３
学
期

A 単元
【知識及び技能】
日常会話特有の言い回しやジェスチャーなど、
実践的なコミュニケーション手段の役割を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
日常会話特有の言い回しや、ジェスチャーなど
の非言語的コミュニケーション手段を、場面や
目的に応じて適切に用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外での生活に必要な基本的な表現を使って、
会話する。

・指導事項
Lesson9
・教材
My Passport  English
Conversation
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
友達を誘う会話の中の情報を誤解なく把握できる。
友達と行事について話す基本的な会話を読んで、正しく
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
簡単な文を使って、「誘う」「念を押す」ことができる
読み手が読めるようなわかりやすい文字が書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
間違いを恐れずに、最後まで英語を使おうと努めてい
る。


